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存
覚
と

そ
の

子
女

　

　

　

　

　
　
　
『

存
覚
一

期
記
』

を
中
ら

に

　
　
　

」

巨
立

目

口

恭

一

五
六

子
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は
じ
め

に

　

存
覚
の

思

想
や

人

間

像
を

考
察
す
る

に

あ
た
っ

て
、

常
に

引
き

合
い

に

さ

れ
る
の

は

父

覚
如
で

あ
る

が
、

覚
如
の

み

が
家
族
で

あ
っ

た

訳
で

は

な
く

、

父

祖
伝
来
の

家
が

あ

り
、

互
い

に

影
響
を

与
え
合
っ

た

妻
や

子
、

さ
ら

に

そ

れ

に

繋
が

る

姻
戚
関
係
の

者

が

多
数
あ
り

、

そ
の

存
在

は

看
過
で

き

な
い

。

本
稿
で

は

『

存
覚
一

期

記
』

に

お

け
る

存
覚
の

子

女
に
つ

い

て

の

記
述
の

分
析
に

よ
っ

て
、

存
覚
の

思
想
の
一

端
に

触
れ

て

み

た
い

。

存

覚
の

子
女
に

つ

い

て

は
、

既
に

谷
下
一

夢
・

藤

原

猶

　
　
　
　
　（
1）

雪
・

梅
原
隆
章
氏
ら
の

高
説
が

あ
る

。

し

か
し

近
年

、

地

方
史
に

お

け

る

新
た

な
発

見
、

ま
た

宗
派
を

超
え

た

仏
教

史
の

見
直
し

等
に

よ
っ

て
、

こ

れ

ら
の

人

物
像
が

よ

り
明
ら

か

に
で

き
る
と

考
え

ら

れ

る
。

一

　

家

系

　

存
覚
の

家
系
を

遡
る

と

浄
土
真
宗
の

開
祖
親
鸞
が

あ
る

が
、

家
系
に
つ

い

て

は

覚
如
の

『

御
伝
鈔
』

に

詳
し
い

。

親

鸞
の

そ

れ

聖

人

大
織
冠

、

宮
大
進
有
範
の

子
な

り
。

（

親
鸞）

の

俗
姓
は

藤
原

氏
、

天
児
屋
根

尊
二

十
一

世
の

苗
裔、

近

衛
大
将
右
大
臣

　
従
一

位
内

麿
公

と

号
し
、

（

申
略）

皇
太
后

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
し
か

あ
　
ば

朝
廷
に

仕
へ

て

霜

雪
を

も
戴
き、

集

　
山
に

わ

し

り

て

栄
華
を
も

ひ

ら

く
べ

か

り
し

人
な

　
ど

も
、

（
中
略）

前

大

　
僧
正
の

貴
坊
へ

あ
ひ

具

し
た
て

ま
つ

り
て

、

鬢
髪
を

剃
除
し
た

ま
ひ

き
。

　
　
　
　
　
　

　

　
　
『

御
伝
鈔
』

（

浄
土

真
宗
聖
典

註

釈
版
一

〇
四
三

頁）

　
天

児
屋

根
尊
に

始
ま

る

藤

原

氏
の

末
裔
と

の

名
告

り
は

定
型
的

で

仰
々

し
い

が
、

日

野
家
の

出
身
で

あ
る

。

日
野
家
は

藤
原
内
麿
の

子
真

夏
か

ら

始
ま

り
、

「

侍
読
」

と

い

う
天

皇
へ

の

学
問
の

教
授
を

主

と

す

る

文
官
を

多
く
輩
出
し
た

家
柄
で

あ
る

が
、

親
鸞
の

父

有
範
は

何
ら

か

の

要
因

で

五

人

の

男
子
（

親
鸞
・

尋
有
・

兼
有
・

有
意
・

行
兼
）

を

全

員

僧
侶
に

し
、

家
督
を
継
ぐ
者
が
い

な
い

と

い

う
状
態
で

公
の

舞
台
か

ら

姿
を

消
し

て

い

る
。

『

御
伝
鈔
』

冒
頭
に
い

う
「

し
か

あ

れ

ば

朝

廷
に

仕
へ

て

霜
雪
を
も
戴
き

、

射
山

に

わ
し

り
て

栄
華
を
も
ひ

ら
く
べ

か

り

し

人
」

に

は
こ

の

可

能
性
が

親

鸞
に

も

開
か

れ
て

い

た
こ

と
は

決
し

て

大
袈
裟
で

は

な
く

、

覚
如
の

叙
述
に

も
そ

れ

を

な

し

得
な

か
っ

た

無
念

が

如
実
で

あ
る

。
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い

わ
ば

出
家
を

余
儀
な

く
さ
れ

た

親
鸞
で

あ
っ

た

が
、

比

叡
山
・

吉

水
・

越
後
・

関

東
で

の

生

活
の

後
に

六

十
歳
を

過
ぎ

て

帰
洛
し

た
。

関

東
で

生

ま
れ
た

末
娘

覚
信
尼
は

父

と

共
に

京
都
で

暮
ら
し

て

い

た

が
、

長
じ

て

日

野
広
綱
と

結
婚
し

、

覚
恵
と

光
玉
の

二

児
を

得
た

。

こ

こ

に

日

野
家
と

の

繋
が

り
が
再
び

結
ば

れ

た

の

で

あ
る

。

続
い

て

覚
恵
が

日

野
家
光
の

猶

子
（

尊
卑
分
脈）

と

な

り
、

覚
恵
の

長
男

、

即
ち

存
覚
の

父

覚
如
は

日
野
俊
光
の

猶
子
と
な
る

等
し

て

さ

ら

に

日
野
家
と

の

繋
が

り
を

強
く

し

た
。

殊
に

俊
光
は
日

野
一

族
の

中
で

も
、

初
め

て

大
納
言

に

な
っ

た

人

で
、

覚
如
の

日
野
家
に

対
す
る

思
い

は

並
々

な

ら
ぬ

も
の

で

あ
っ

た
こ

と
も

推
し

量

ら

れ

る
。

存
覚
は

播
磨
局
を

母

と

し

て

正

応

三

年
（

＝
一

九
〇
）

に

生
ま
れ
た

。

弟
に

従

覚
慈

俊
が

あ
る

。

二

　
存
覚
の

子
女

　
（

一
）

第
一

子
（
長

女

光
女
永
善
（

＝
二

一

九

年
生
）

）

　

元

弘
二

年
（

＝

三

三
）

存
覚

四

三

歳
の

時
、

鎌
倉
の

大
倉
谷
に
一

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

2
）

家
で

在
住
し

た
時

、

長
女

光
女
は

禅
僧
無

住
思

賢
の

手
引
で

そ
の

頃
鎌

倉
の

大
仏
貞
直
の

も
と
に

出
入
り
し

て
い

た

長

楽
寺
禅
尼
の

養
女
と

な

る
。

長
楽
寺
禅
尼
は

花
山
院

師
藤
を
父
と

し
、

日

野

資
宣
の

娘
を

母
と

す
る

。

存
覚
の

猶
父

、

日

野

俊
光
は

禅
尼
の

叔
父
で

あ
り

、

猶
父

を

介

し
た

義
理
の

い

と

こ

に

長
女
を
託
す
こ

と

に

な
っ

た
の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

存
覚
が

娘
を

禅
尼
の

養
女
に

す
る

こ

と

に
つ

い

て

は
、

既
に

状

況
は

整
っ

て

い

た

訳
で

あ
る

が
、

鎌
倉
の

地
で

無
住
の

仲
介
で

も
っ

て

存
覚
と

そ
の

子
女
（

龍
　
口
）

そ
れ
を
果
た

し
た

事
に
つ

い

て
、

無
住
の

側
に

も

そ
の

要

因
が

あ
る

と

考
え
ら
れ
る

。

　

無

住
思

賢
は

和
歌

山
興

国
寺
の

法
燈

国
師
（

心

地

覚
心
）

の

高

弟
と

し

て

知
ら

れ
る

が
、

後
に

京
都
の

妙
光
寺
に

移
っ

た
。

妙
光

寺
は

花
山

院
師
継
が

我
が

子
患

年
の

夭
逝
を

悼
み
北
山
の

別

業
を
妙
光
禅

寺
に

改

め

た

も
の

で
、

や

が

て

忠

年
の

弟
（

心
性）

を
出
家
さ

せ

法
燈

国
師
を

開
山
と

し

て

迎

え
た

寺
で

あ
っ

た
。

師
継
の

家
督
を

継
い

だ

花
山
院
頼

兼
の

子
、

花
山

院
師
藤
の

娘
が

長

楽
寺
禅
尼
で

あ
り

、

思
賢
が

入
寺
し

た

妙
光
寺
は
つ

ま
り
禅
尼
に
と
っ

て
は

幼
く
し

て

亡

く
な
っ

た

大
伯
父

の

菩
提
を
弔

う
寺
だ
っ

た

の

で

あ
る

。

そ
の

思
賢
は

折
し

も
鎌

倉
に

滞

在
し

て
い

た
。

思
賢
は

後
に

相
模
の

聞
修
寺
を

創
設
し

、

そ
の

地

で

示

寂
し

て

い

る
か

ら
、

そ

ち

ら

に

移
る
た

め

に

鎌
倉
に

滞
在
し

て

い

た

の

で

は

な
い

か

と
想

像
さ

れ

る
。

こ

の

よ

う
な

重
ね
て

の

縁
が
あ
っ

て
、

存
覚
の

娘
、

光
女
は

「

無

住
禅
師
の

引
導
」

に

よ
っ

て
、

長
楽
寺
禅
尼

の

養
子
と

し

て

同
宿
す
る
こ

と
に

な
っ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

　
「

長

楽
寺
殿
」

と

称
さ

れ

た

禅
尼
に
つ

い

て

は
、

そ
の

名
称
は

何
に

由
来
す
る

の

か

今
ま

で

考
究
し
た

も
の

は

見
ら

れ

な
い

が
、

鎌
倉
の

地

に

「

長
楽
寺
」

は

存
在
し
た

。

こ

の

寺
は

『

鎌
倉
廃
寺
事
典
』

に

よ

れ

ば
、

笹
目

、

長
楽
寺
谷
に

存
在
し

た

と

あ
る

。

文
応
元

年
（
】

二

六

〇）

四

月
二

九
日

、

大
火
事
が

あ
り
長

楽
寺
前
か
ら

亀
谷
の

人

家
に
い

た

る

ま

で

焼
亡
し
た

と

『

吾
妻
鏡
』

に

見
え

、

存
覚
が

鎌
倉
に

至
っ

た
の

は

一

三

三
一

年
で

あ
る

か

ら
、

こ

の

火
事
か

ら

既
に

七

〇

年
経
過

し

て

お

一

五

七

一 685一
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存
覚
と

そ
の

子
女
（

龍

　
口
）

り
、

「

長
楽
寺
殿
」

の

呼
称
は
こ

の

地

の

名
と

し
て

残
っ

て

い

た

の

か
、

或
い

は

焼
失
の

後
に

再
建
さ
れ

た

も
の

か

不
明

で

あ

る

が
、

こ

の

長
楽

寺
谷
は

「

甘
縄
」

の

地
に

隣
接
し
て

い

る

と
い

う
こ

と

は
こ

の

地
名
を

特
定
す
る

手
掛
か

り
に

な
る

の

で

は

な
い

か

と

考
え

ら

れ

る
。

即
ち
存

覚
一

家
は

こ

の

時
、

　
二

月
十
一

日
、

着
甘
縄
願

念
誓

海

宿
所、

　

　

　

　

　
　
　
　
『

存
覚
一

期
記
』

（
真
宗
史
料
集
成

第
一

巻

八

七
二

頁）

と

あ
り

、

存
覚
一

家
が

移
住
す
る

に

あ

た
っ

て

頼
っ

て

は

る

ば

る

来
た

の

は
、

「

甘
縄
の

願
念
」

の

招
き
に

よ

る

も
の

で

あ
っ

た
。

そ

の

地
の

間
近

に

あ
た

か

も
存
覚
の

猶
父

口
野

俊

光
の

姪
で

あ

る

長
楽
寺
禅
尼
が

住
ん

で

お

り
、

彼
女
の

大
叔
父

の

菩
提

寺
妙
光
寺
の

住
持
た

る

無
住
思

賢
も
そ
の

地
に

逗
留
し

て

い

た

の

で

あ

る
。

以

上
の

よ

う
に

「

長
楽
寺

殿
」

と

称
さ
れ
た

禅
尼
の

名
の

由
来
の

推
測
が

許
さ

れ

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　

光

女
は

そ
の

後、

一

三

三

四

年、

一

五

歳
の

時
上

洛
、

翌

年
二

月
、

彼
岸
の

中
日

に

出
家
し

て

法

名
を

永
善
と

い

う
。

『

本

願
寺

系
図
』

に

よ

れ

ば
、

こ

の

時
の

受

戒
の

師
は

西

大
寺
長
老

恵
善
上

人
で

あ
っ

た
。

そ
の

後
「

円
興
寺
長
老
」

と

あ
る

。

　
（

二
）

第
二

子

萇
男

光
星

丸
柏
庭
光

祖）

　

元
応
二

年
（

＝
二

二

〇
）

の

出

生
。

元
弘

元

年
（
一

三
三
一
）

一

月

二

二

日
、

渋
谷
仏

光
寺
炎
上

に

よ
り

、

父
・

母
・

姉
（

光
女）
．

弟
（
光

徳
丸
）

は

近

江
の

瓜
生

津
に

到

り、

父

存

覚
の

み

関

東
に

赴

く
。

そ
の

一

五

八

時
、

光
祖
柏
庭
は

仁
和
寺
の

無
住
の

も

と
に

あ
っ

た
。

こ

の

無
住
は

前

述
の

、

姉
光
女
を
長

楽
寺
禅
尼
に

仲
介
し

た

無
住
思

賢
で

あ

る

が
、

無

住
は

東
福
寺
普
門

院

に

移
り
そ
れ

に

伴
い

、

存
覚
の

長
男

柏
庭
を
弟
子

と

し
て

預
か

り
、

妙
光
寺
か

ら

関

東
へ

移
る

こ

と

に

な
っ

た

時
、

柏
庭

を

東
福

寺
の

普
門
院
に

恐
ら

く
そ

の

ま
ま

預

け
お
い

た
の

で

は

な
い

か
。

『

鑑
古
録
』

に

よ

れ
ば

、

光
助
ノ

舎
兄
光
祖
（
柏
庭
ト

号
ス
）

仁
利
寺
ノ

辺

妙
高
寺
ノ

塔
主

無

住
和
尚

ノ

附

弟

ナ

リ
。

無
住
ユ

ヘ

ア

テ

彼
寺
ヲ

辞

退
シ

、

恵
日

山
東
福
寺
ノ

普
門

院
二

閲
居
セ

ラ

ル
。

光
祖
モ

ト

モ

ニ

居
住
ニ

ツ

キ
、

存
師
モ

時
々

彼
ノ

寺
へ

往
来
ア

テ
、

海
蔵
院
ノ

師

錬
禅
衲

ト

入
魂
シ

タ
マ

フ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

鑑
古
録
』

（

真
宗
全

書

第
六

十
八

巻

三
七
三

頁）

と
、

『

存

覚
一

期

記
』

に

は

や

や

曖
昧
な
と

こ

ろ

が

『

鑑
古
録
』

で

は

明
確
に

な
っ

て
い

る
。

こ

の

文
面
か
ら

す
る
と

、

東
福

寺
普
門
院
に

無

住
が
一

時
滞
在
の

後
、

関
東
に

移
っ

た

と

解
せ

ら

れ

る
。

　

光
祖
柏

庭
は

延
文
二

年
（
一

三

五

七
）

に

三

八

歳
で

亡

く
な
っ

て

い

る
。

　
（

三
）

第
四

子
（
次
男

光
徳

丸
光
助
房
宋
巧
覚
楽
台
）

　

正

中
二

年
（
一

三

二

五
）

八

月
晦
日

出
生

。

正

慶
二

年
（
一

三

三

三
）

、

一

昨
年

、

存

覚
は

単

身
鎌
倉
に

入
っ

た

が
、

そ
の

後
、

家
族
を
呼
び

寄

せ

鎌
倉
に

居
住
し
た
が

、

こ

の

年
、

光
徳
丸
を
静

昭
法
印
に

預
け
て

存

覚
は

上

洛
し

た
。

そ
の

後
、

光
徳
丸
は

右
少

弁
有
正
の

猶
子
と

な
る

。

一

一

月
、

存

覚
は

光

徳
丸
の

た

め

に

恩

賞
を

申
し

出

た
。

建
武
二

年
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（
一

三
三

五
）

光
徳

丸
、

上

洛
。

こ

の

頃
、

存
覚
は

仏
光
寺
に

寄
寓
し

て

い

た
。

建
武
三

年
（

一

三

三

六
）

、

光

徳
丸
は

父

存
覚
と

共
に

塩

小
路
烏

丸
の

興
国
寺
に

住
し
た

。

　

暦
応
二

年
（

一

三

三

九
）

三

月
頃

、

一

五

歳
の

光
徳
丸
光

助
は

洛
東

今
熊
野
瀧

尻
の

天

台
宗
智
蓮
光
院
教
空
の

門
に

入
る

。

智
蓮

光
院
は

日

野
家
の

入
寺
者
が

多
く

、

大
僧
都
正

兼
（

日

野
家
長
男）
・

権
律
師
兼
禅

〔
日

野

光

国
男
）

・

律
師
禅

誉
（

日

野

資
嗣
男
）

等
が

あ
る

。

延

文
元

年

（

一

三

五

六
V

一

二

月
二

五

日
、

権
律
師

に

任
ぜ

ら

れ
、

延

文
四

年

（

一

三

五

九
）

一

月
一

四

日
に

は

権
少
僧

都
に

任
ぜ

ら

れ

る
。

同

年
六

月

に

は

大
峰
入

り
の

途
中

、

今
小

路

に

い

た

存
覚
の

元
に

立
ち
寄
っ

て

い

る
。

　
こ

の

よ

う
に

光
助
は

天

台
寺
院

智
蓮

光
院
で

修
行
の

後
、

三

五

歳
で

権
少
僧
都
に
ま
で

昇
っ

て

い

る
。

　
（

四
）

第
七

子
（
四

男

光
威
丸
素
忻
慈
観
錦
織
寺
綱
厳
）

　

建
武

元

年
（

一

三

三

四
）

二

月
七

日
、

仏
光

寺
に
て

出
生

。

暦
応
四

年
（

一

三
四

；

一

月
、

光
威
丸
は

粟
津
よ

り
上
洛

。

康
永
二

年
（
一

三

四
二
）

（
存
覚
五

四

歳
）

五

月
、

光
威
丸
は

毘
沙
門
堂
に

向
い

証
聞
院
に

住
し

た
。

九

月
頃

、

随
心

院
経
厳
の

命
に

よ

り
、

随
心

院
門
跡
に

居
住

。

こ

の

時
、

広
橋
兼
綱
の

猶
子
と

な
り

、

綱
厳
と

号
す
る

。

一

〇

月
一

七

日
に

出

家

し

た
。

貞
和
三

年
（

一

三

四

七
）

二

月
上

旬
、

随

心
院
の

経

厳
僧
正

は

存
覚
の

も
と

に

帰
る

よ

う
綱
厳
に

勧
め

た

が
、

綱
厳
は

こ

れ

を

辞
退

、

随

心

院
に

同
宿
す
る

。

一

二

月
頃

、

存
覚
一

家
は

大
和
に

下
向
し

、

越

存
覚
と

そ
の

子
女
（

龍

　
口

）

年
。

観
応

元
年

⊃

三

五

〇
）

七

月、

樋
口

大
宮
日

野

仲
光
亭
に

お
い

て

法
事
讃
が

修
さ
れ

、

存
覚
・

綱
厳
親
子
参
向

。

観
応
二

年
（

；

五
こ

七

月
七
日

、

清
浄
華
院
に

入
り

、

八

月
二

〇

日
、

愚
咄
の

勧
め

に
よ
っ

て

近
江
錦
織
寺
に

入

り
慈
空

の

後
を

嗣
ぐ
こ

と

を

約
し

た
。

綱
厳
は

存

覚
に

存
続
を
嘱
望
さ
れ

た

錦
織
寺
を

父

に

替
わ
っ

て

嗣
ぐ
こ

と

に

な
っ

た

が
、

そ
の

職
分
を

よ

く
守
っ

た
。

　

綱
厳
の

書
写
し
た

も
の

に

『

看
病
用
心
抄
』

（
文
和
二

年
・

＝
二

五

四
）

『

謝

徳
講

式
』

（

延

文
二

年
・

＝
二

五

七
）
・

『

六

要

鈔
』

（

貞
治
二

年
・

＝
二

六

三
）
・

『

慕
帰
絵
詞
』

（

応

安
元

年
・

＝
二

七
八
）

が
あ
る

。

書
物
の

書
写
に

つ

い

て

は

親
鸞
以

来
の

伝
統
と

な
っ

て

い

る

が
、

綱

厳
は

兄

弟

の

中
で

も
秀
で

て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

　
（

五
）

第
三

子
、

他

　

第
三

子
（

二

女
愛
光）

が

正

中
元
年
（

一

三

二

四
）

に

誕
生

、

第
六

子

（
三

女
瑠
璃
光
女
心

光
）

が

元

弘
元

年
（
一

三

三
一
）

に

誕
生

、

第
八

子
（
五

男
光
誦
丸
）

が

延
文
元
年
（

一

三

五

六
）

に

誕

生
し
て

い

る
。

第
五

子
〔
三

男
光
桂
通
蔭
）

に
つ

い

て

は

系
図
で

は

記

載
が

あ
る

も
の

の

『

存
覚
一

期
記
』

で

は

判
然
と

し

な
い

。

こ

れ

ら
四

人
の

内
、

二

女
愛
光
は
正

慶

元
年
（
一

三
三

二
∀

に

九

歳
で

亡

く
な
っ

て

い

る

が
、

他
の

子

女
に

つ

い

て

は

不
明
で

あ
る

。

三

　
存

覚
の

子

女
へ

の

教

育

以

上
、

存

覚
の

八

人
の

子
女
の

個
々

に
つ

い

て
、

そ

の

来
歴

を

略
述

一

五

九
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存
覚
と
そ

の

子
女
（
龍
　
口
）

し

て

来
た

が
、

存
覚
は

果

た

し

て

子
女
達
に

い

か

な

る

教
育
を

施
す
構

想
を

持
っ

て

い

た

の

で

あ

ろ

う
か

。

　
ま

ず
第
一

に
、

子
供
達

の
一

人
一

人
の

修
学
・

修
行
の

場
は

同
じ

で

な
い

こ

と
で

あ
る

。

こ

れ

は

存
覚
が
立

た

さ
れ

て

い

た

状
況

が

複
雑
で

あ
っ

た

故
も
あ
る

が
、

行

く

行
く
は

本
願
寺
の

宗
主

を

嗣
ぐ

立

場
の

子

に

対
し

て

も
、

親
鸞
の

教

義
や

思

想
を
学
ぶ

と
い

う
こ

と

に

専
念
さ

せ

る

と

い

う
姿

勢
を

取
ら

ず
、

宗

派
も

様
々

な
（
真
言

宗
・

天

台

宗
・

禅

宗
・

律
宗
）

寺
で

学
ば

せ

て

い

る
。

こ

れ

は

親
鸞

、

さ

ら

に

そ
の

師

法

然
以
来
の

伝
統
と

も
い

う
べ

き
も
の

で
、

覚
如
・

存

覚
も
様
々

な
場

所

で

修
学
し
て

い

る
。

恐
ら

く
幅
広
い

仏
教
的
な

素
養
が

真
の

宗
教
人
を

育
て

る

と
い

う
確
信
が

こ

の
一

族
に
一

貫
し

て

い

た

の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

　

第
二

に

僧
侶
の

家
で

あ
る
一

方
、

文
官
と

も
い

う
べ

き
立

場
を

守
っ

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

こ

れ

も

親
鸞
以

来
の

伝
統
で

、

天

皇
の

教
育

、

即
ち
「

侍
読
」

と
い

う
役
割
こ

そ

担
っ

て

は
い

な
い

も
の

の
、

文
書
に

対
す
る

徹
底
し
た

尊
敬
の

念
が

伺
え
る

。

そ

れ

は

聖

教
を
読
む
と

い

う

僧
侶
と

し
て

の

基

本
的
な

姿
勢
の

上

に

立
っ

て

い

る

こ

と

は

勿
論
で

あ

る

が
、

文
字
に

表
さ

れ

た

も
の

、

聖

教
や

伝
記
の

執

筆
、

書
写
・

整

理
・

保
管

等
を

厳
格
に

行
な

う
と
い

う
態

度
が

見
ら

れ

る
。

「

恵

信
尼

消
息
」

が

七

百
年
の

間
こ

の
一

族
に

よ
っ

て

保
管
さ

れ
、

二

十
世
紀
に

至
っ

て

陽
の

目
を
見
た

の

も

故
無
し

と
し

な
い

。

　

ま
た

文
官
に

対
す
る

思
い

は

日

野
家
と

の

縁
組
み

と

し

て

も
現
れ

て

一

六
〇

い

る
。

親
鸞
の

出
自
が

日
野

家
で

あ
る

こ

と

は
、

覚
如
が
『

御

伝
鈔
』

で

表
明
し

た

と
こ

ろ

で

あ
る

が
、

娘
覚
信
尼
が

日

野

広
綱
と

結
婚
し

た

の

を

始
め

、

覚
恵

、

覚
如、

存
覚
と

代
々

日

野

家
と

猶
子
の

縁
組
み

を

し
て

い

る
。

存
覚
も

ま

た

そ

の

子
女
に

対
し

て
、

日

野
家
と

の

猶
子
の

関

係
を

結
ぶ

こ

と

を

努
め

て

い

る
。

　
第
三

に

真
宗
の

信
心
の

継
承
は
ど

の

よ

う
に

見
る
べ

き
で

あ
ろ

う
か

。

上

述
の

よ

う
に

、

存
覚
の

八

人
の

子
女
の

う
ち

、

四

人
は

夭
折
し
て

い

る
。

四

人
に

つ

い

て

は
、

長
女
光
女
は

長

楽
寺
禅
尼
の

養
子
に

な
っ

た

が
、

後
に

出
家
し

、

律
宗
系
の

寺
院
の

長
老

と

な
っ

て

い

る
。

長
男
柏

庭
は

禅
宗
の

僧
侶
無
住
思
賢
の

弟
子
と

な

り
、

三

十
八

歳
で

亡
く
な
っ

て

い

る
。

ま
た

次
男
光
助
は

天

台
寺
院
智
蓮

光
院
に

入

り
、

天

台
宗
の

僧
侶
と

し
て

権
少
僧
都
に

な
っ

た
。

存
覚
自
身
は

親
鸞
の

教
え
の

継
承

を
子
女
に

託
し

た

と

思

わ

れ

る

が
、

結
果
的
に

は

四

男

綱
厳
が

そ

れ

を

果
た

し
た

こ

と

に

な
る

。

結
び

　
存
覚
の

自
伝

『

存

覚
一

期
記
」

を
中
心
に

、

存
覚
が

親
鸞
の

思
想
を

伝
え
る

た

め

に

そ
の

子

女
に

対
し
て

い

か
な
る

教
育
を

行
い

、

ど

の

よ

う
な
人

間
に

な
る

こ

と

を

願
っ

た

か

を
み

て

来
た

。

『

存

覚
一

期
記
』

は

原

本
の

焼

失
に

よ

り
完
本
で

は

な

く
、

難
解
な
箇
所
も

多
い

が
、

南

北
朝
時
代
に

生

き
た

人

間
の

姿
を
伝
え
る

貴
重
な
書
と

い

え
る

。
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1
　
谷
下
一

夢
『

存
覚
一

期
記
の

研
究

並
解
説
』

永
田
文
昌
堂

、

一

九

四
三

　

年
刊
・

藤
原
猶

雪
『

親
鸞
聖

人
伝

絵
の

研
究
』

法
蔵
館

、

一

九
五

四

年

　

刊
・

梅
原
隆
章
『

真
宗
史
の

諸
問
題
』

顕
真
学
苑

、

一

九
五

九

年
刊

。

2
　
無
住
思

賢
に
つ

い

て、

『

寂
室
録
』

の

「

無
住
思
賢
」

の

項
に

、

「

無
住

　
は

華
山

院

家
よ

り
出
づ

。

存
覚
の

子
光
祖
は

無
住
の

弟
子
柏
庭
で

あ
る
」

　
と

述
べ

る
。

（

白
石
芳
瑠
「

法
燈

国

師
に

就
い

て
」

『

日
本
学
士

院

紀
要
』

　

第
六

巻
第
一

号）

と
あ
る

か
ら

、

無
住
自
身
も
ま
た

華
山
院
家
ゆ

か

り
の

　
人

で

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

無
住
に
つ

い

て

は

紀
伊
由
良
の

大

野
治

　

先
生
に

御
教
示
頂
い

た
。

〈

キ

ー
ワ

ー

ド
〉

存

覚
、

『

存
覚
一

期
記
』

、

無
住
思
賢

、

長
楽
寺
禅
尼、

綱

厳
、

日

野

家、

華
山

院
家

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

東
方
学
院
講

師
）

存
覚
と

そ
の

子
女
（
龍
　
口
）

新
刊
紹
介

蒲
池

　
勢
至

　
著

真
宗
民
俗
史
論

A
五

判
・

四
五

八

頁
・

本

体
価
格
八

、

○

○
○

円

　
　
　
　

　
　
　

法
藏
館
・

二

〇
一

三

年
十
月

一
亠

登
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